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PRESS RELEASE    

                                令和５年（2023年）10月5日 

共生社会の実現を目指した新たな学びの場の創造 
～山大生と聾学校生の交流“和Be”を通して～ 

【本件のポイント】  

●障害のある子ども達との交流を通して，教師としても社会人としても必要

な人間性や道徳性，コミュニケーション能力等を身に付けることが期待で

きる。 

●大学等で学んできた知識を実践に生かすことを目指す。 

●特別支援学校の子ども達の活動を広く知ってもらう機会になる。 

●教員を目指す大学生と障害のある子ども達の交流は，共生社会の実現に向

けた重要な取組みの１つであると考える。 

【概要】 

特別支援教育を学ぶ山大生が企画・運営し，聾学校の子ども達と一緒に作品制作の交流学習を行う。 

聾学校生の興味・関心や難易度等を工夫した様々な作品を山大生が考え，材料を準備し，ワークショップ形式で

作成する。 

作品の一部は，八峰祭にて山大生が販売するとともに，聾学校で実施した活動について地域の方々に紹介する。 

作品の製作（ワークショップ）は全４回，聾学校の教室をお借りして実施する。 

地域教育文化学部特別支援教育専攻では，将来教員になるにあたって必要な資質・能力を身に付けるために，「社

会に生かせる知識の育成」を重視しており，この活動を山大生の新たな学びの場として位置づけ，今後の大学カ

リキュラムの改善に生かす。 

今後は，聾学校だけではなく，希望する特別支援学校を募るとともに，販売機会も地域の様々な場所に広げてい

きたいと考えている。 

 

【背景】 

障害児者と日常的に接したことがなく，教育実習等の限られた経験だけで学校現場に出る学生が少なくない。

教員を目指す上で必要な人権意識，コミュニケーション能力，実践への具体的なイメージの育成は重要な課題で

ある。 

 

【活動内容】 

日時・場所 

ワークショップ：10 月 5 日，13 日，17 日，19 日 ＠山形県立山形聾学校 

販     売：10 月 21 日，22 日（八峰祭）   ＠山形大学小白川キャンパス 

 

【今後の展望】 

山形大学地域教育文化学部の特別支援教育専攻では，将来教員になるにあたって必要な資質・能力を身に付ける

ために，「社会に生かせる知識の育成」を重視している。山大生と聾学校生の交流は，誰もが分け隔てられること

なく，相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現するための重要な１歩になると考える。今後は，

聾学校だけではなく，希望する特別支援学校を募るとともに，販売機会も地域の様々な場所に広げていきたい。 

   

  ※この活動は，公益財団法人やまがた教育振興財団令和５年度「教員養成に関する調査研究事業」の助成を受けて

実施する。 

 お問い合わせ    

学術研究院 地域教育文化学部（特別支援教育）准教授 池田彩乃 

TEL  023-628-4343  メール aikeda＠e.yamagata-u.ac.jp 



山大生と聾学校生との交流学習をはじめます

特別支援教育を学ぶ山大生が企画・運営し，聾学校

の子ども達と一緒に作品を制作します。作品の一部

を八峰祭で販売します！

製作：山大生と聾学校生が一緒に制作活動

販売：作成した一部を八峰祭で山大生が販売

日時・場所

製作：10月5,13,17,19日 ＠山形県立山形聾学校

販売：10月21,22日（八峰祭） ＠山形大学

企画・運営 

山形大学地域教育文化学部特別支援教育専攻有志

山形大学地域教育文化学部 教授        大村一史

准教授     池田彩乃

(aikeda@e.yamagata-u.ac.jp)

助成
公益財団法人やまがた教育振興財

団令和５年度「教員養成に関する調

査研究事業」の助成を受けて実施し
ます。

特別支援学校
Special Needs Schools

和Beとは…
「あえべ」と読むこの名称は、
「行こう」「Let’s go」を表
す、山形の方言「あえべ」に
由来します。プロジェクトの
名称を議論していく中で、
いろいろな背景の人たちが
「和」して、なにものかに
なっていく、なにかをつく
りあげていくような状態を
表す「Be」を組み合わたこ
の名称は、共生社会の実現
を目指して、未来に向かっ
て進んでいく本プロジェク
トの理念を体現していると
考えました。融合して新し
い変化を生み出していこう
とする「Ｇo forward」な
気持ちが込められています。

X（旧Twitter）， Instagramやってます。
@aebe_yu2023 ＃和Be

共生社会の実現を目指して
山形大学特別支援教育専
攻では，将来教員になるに
あたって必要な資質・能力
を身に付けるために，「社
会に生かせる知識の育成」
を重視しています。
山大生と聾学校生の交流
学習は，誰もが分け隔てら
れることなく，相互に人格
と個性を尊重し合いながら
共生する社会を実現するた
めの重要な１歩になると考
えています。
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